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実質的物価変動と の変化を説明しえなくなる O こうい

う芸旨のことを、 られたのであっ

っF

;こにいレてよ国家紙幣説からもいくたの反論一予金規定や「擬制的蓄

の導入による不換銀行券の伸縮に関する積極論が提起されて

いるっ 〔例えば夕飯田 ~f~教授の信用論的な「独特の流通過程」の設定，JI[合教授の予

ft. を(1':]-ノレートによる「不換銀行券の伸縮について」高木， /1片付， 亥長教J受らによる

「擬fl1日的蓄j故1~幣機能」の導入等〕

しかし，一応の結着として，両者の現代物価論をラ本質的に大別すると，

一方が景気循環主導型の実質的な物価変動を主張するのにたし、し，他方はニ

ュアンスのちがL、を残しながらも基本的にはインフレ@デフレの名目的な物

価変動主導型を主張しているといってよし、であろう。

このように，現代物価論の解明にあたりヲその中心題課たる独占支配と独

占価格がぬけて，はたしてその多元重層の現代物価が科学的に正しく究明さ

れる主のであろうかc もう少しこの論争による現代物価論の近況をみてみる

こと i三しよう。

1 .論争」にみるニつの現代物価論

こうして，不換銀行券の本質と運動をめぐるながし、論争は一応の結着点と

Lてう現代物価論を二つに大別した。しか L，どちらも労働価値論をふまえ

ているので，その結論を導きだす論理抽象の手段はともに価格形成の 4要因

円 r、

.....6う 4コ;~。

jご土周知のようにヲ ①:主商品の実質的{面白がよ首減するばあい②;工金の

それつ斗首減するばあL、。①と②はともに労働の!j二産性が変化してそれぞれの

のものが変化するばあいで，①lは土さらに!個回J日伊別3引列i目j商品のみの(ぽ£あい;は土

その7高言「品?日1バ{価回格だけβが:騰落しラそれが

uた占がつてf価函{t値|直宣7水1~ì準告そのものが上下すす』るのでラそjれ1に応じて， 切支物価

るO ②の金生産部門の労働生産性の上下は喝①と同じよう
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うとされているc 一「金の生産性 i二弁が金の価値を一般商品のそれより相対

O)~i勿もたらしたのではなくうむしろ? 
しヲ

。 OOOO()'"'O QQO O i9 

もとで，固定された統制的な金H上価格を25たえらfγ

ふろ;こラ この金価格では採算のとれた~(、低生産性の詰金拡が閉鎖されざるをえ

なくなるという形で金産業全体の生産性を強制的に上井させたというべきだ

ろう。刀 λ くしてう現在の金の生産性はたしかに上昇したといえるのだが、こ

れよ坑代物{回!日告去の結果(固定的な金価格があるため〉でありう これを3Jt代

物価去の原因と考えることはできなL、c o現代資本主義と物(illi騰貴』金融論

講座 3. 223~4 傍点松井〉

こうして，②要因を基本にして， これと③で現代物価をとかれる岡橋説に

反対される。最後に残された③のインフレ物価こそ，同氏の不換銀行券国家

紙幣説と一致するわけで， 不換銀行券流通下の価格標準は l従属変数」可変

性のものとなり，通貨の購買力は物価の逆数となり， それは直 bに価格標準

の事実上の変更に直結することによって‘物価総長は固定化するというわけ~

である。ここで注意すべきごとは，④不換銀行券流通の下においては，価格

形成の 4要因のうち，③と④との本質的な区別はなくなった。同氏はこれを

らう一つの判定基準たる銀行券の ートの差別によって定別されてはい

ぐ、)刀、。 cr~ 付，同J::225ベージ， 「物{而水iflHの変動と通貨呈伸縮J「経済学雑誌J46の

4参照〕不換銀行券の本mを国家紙幣と規定されることによって， その運動

-'，ーブ
ブ屯〉

して現代

されることになり，本質的に不換銀行券の

した77:って流通必要金量を確認する道子不換銀行券の還流と

とを断たれたc かくて価格標準の『従属変数』化と流通必要金量の

じてその都度事実上の価格標準の変更をこおむることになった。果

ら資本1tJiJ生産の基本的矛)吉の現われである景気循環をぬ

きさり，独占的資本の信用関係と信用貨幣性を出口、て， もっぱら公信用とイ

ンフレだけで現代物価を処珪できるものであろうか。(的上に引用した金価

格については，われわれの疑問の一つにこたえるかのように， I固定された統

f倒的な金買上価格」という語がみられる。これだけでは何ともいえないが，
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占資本主義の財政的金融的媒介環を通して動くために，管理価格体系として

の高物価水準を資本・商品取引の中に固定的に内蔵してしまうことになり，

非インフレ的とみられる貨幣信用ノレートからさえインプレーション的拡張を

もたらす結果となるのである O 元来，融通手形はもちろん真正手形の割引の

中にさえいわば過剰信用の危険が存在するように，管理通貨制度の下では，

金に直接拘束されない中央銀行の信用とそれをバックとした市中銀行信用の
e O G ooooooeOO -o OQOOOOo  

造出とは流通必要金量を容易に突破する形式的可能性を与えているo (了管

理通貨とインフレーションJマルクス経済学講座(的 123ページ傍点一松井〉

ここでの要点は，の管理価格体系による総価値以上の総価格の吊りあげと

管理通貨制下での中央銀行ないしそれに支えられる経済法則的

有機的構造を形成していること， (ロ)その結果，貨幣の購買力が低下しそのつ

ど価格標準の事実上の変更がおこなわれ，不換銀行券の富家紙幣性に照応し

て価格標準は可変的になること，付これがクリーピング@インプレーショ γ

の本質であり，これまで非インフレとみられてきた均御財政下の貨幣信用/レ

ートからの発券すら，インフレ要国となってくること付かくて，かかるクリ

ーピング@インフレによる高価格水準を基軸として景気循環があるようにと

かれているコしかし，長氏の本来的主張からすれ:乙価格標準の l可変性，し

たがって不換銀行券の代表金量の不確定位、と;!官まって，理論的にい

必要金量:は観念的にもおu定国難となりうさきの価格形成の 4j安田のうち，

景気循環過程での物価水準の倍位以上，l)、下への騰落，その逆数としての通

貨の購買力つまり流通手段としての貨幣の「相対価龍」の変動は， TI;tfち二④

の価格標準の変更に連結され，結局は③と④の区別は言葉との指摘だけにと

どまることになっている。したがって，現代物価の多元重躍の慌造に，独占

価格体系の導入と生産価格の法只Ijの変向を導入された業績は;会iく評価されて

も，資本一般の法氏ljとしての③型の物価変動と価値。価格との一致が，独占

総体の要詰たる物価安定と「管理通貨制」のもとでいかに変伐されながらヲ

その本交を矛盾の発展として具体的に民間していくのか，その客観的なダー

ザイ γ としての不況下の物価漸騰の構造はいかに解明されるべきか，などそ
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が生産価格の法見Ijを変街，修正するほどに，独占総体の支配と強力が官、主

り，独占段階を劃するまでにいたっていること，第二には， ヴァノレガのいう

ような非独占商品の価格騰貴を認めるならば， マルクスがすでに資本制生産

の内在必然としての独占とその経済効果一賃金引下げ、の社会的@生理的限界

について推論したことも想起すべきであった。第三に，独占支配の経済法則

はどう考えるべきかということ， つまり，非独占の一般的価格騰貴という規

定のなかには独占との対等な競争， 自由競争的な等価交換形態が予想されて

いはしないか。理論的には独占段階でも独占間の競争は考えられる。そして

~Iê独占との関連では対等の競争を考えるまえに，非独占の倒産と企業系列化

による資木の集中 e 集積ーこそ現実的かつ論理必然の形態であるとすべきで;土

なかったろうか。また，非独占の存在形態は，かれの主張するようなう価格

競争や波及的な吊りあげによるみずからの再生産条件を確保する必要性とい

うよりも，むしろ景気循環のテコとしてなり，社会政策との保護と 「‘
ザコ

の， つまり経済的要因と政治的要因との妥協形態と えるべきであろう c

そこで，本論にかえって，独占価格の一般物価への波及と E の不三文と

の関連についてみてみよう O

独占価格とインフレとの論理構造は不明確で，理論と

ずるが，かれによると，両者は区別しがたく結びついている O しカ、も，

主義の全般的危機の段階で、は， その集約的表現としてたえず /っ、

存記するとのベラ インフレの構造的恒久化を前提にして， これと独占との!3lJ

連についてつぎのようにのべている一「イ γ プレーションヵ1長引くときに，

資三三主義経済は訴しい， より高い価格水準(④の価格形成要因 松井

にもとづいて，独占価格の形成，循環的変動，市価の落ij~おこなわれる。」

「第二次世界大戦のeIjとにおこった物価騰貴は， るインフレーシ ン

的なものではなく，ある程度まで独占体による価格吊上げミ ぜづ Jこ。J

(1司上， 149ベージ〉 こうして， 理論的には 「ある程度」という日変味

であるが，かれは客観的な現実認識と統計実証によりラ現代物価の稲造を解

IlfJするには， インプレ物価のみでなく， 独占価格による E型の不 4

、7
'~) 
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ふ 屯 ) インフl/.コースにえごし、する ごちこのことは
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これを中心に資本一般の法則が二生産価格体系から独占価格体系に移り，

こうして，独占価格が物価形成要因として新たにされていく。

力口ってくるハ

日
ァ〈

vノ
/~ よる独占価格の設定はいまや非独占資本の刺余価値のよ口

V

ハル

一:技大衆への転嫁を通じて直接間接，'f1回値収奪をJゴこなうばかりではなくヲ

このことを考慮しても社会総体とLて射程距離をのばしていく。だが，

総価値 e 去を:価格の一致という労働価能論は独占価的l二;出来から有は生せず，

格形態のもとでもいくたの変倍。修正をうけながら法則的には貫徹されてい

くものと考えられる O

ここ iこL、さて，独占後期の国独資;iz市iJのもとではどうか。前述のように，

fこって，再び自由競争段階では後景に Lりぞいて現象しなかった価格形成の

ここでは価格形成の全要④要因と名目的物価賠責が登場してくる O かくて，

し物価変動を相殺したり，促進したりしながら，「昼刀〉でそろって互いに

と国独資自有の資本蓄積様式を形成していくこと現代物価の多元重層

、-.:': 
-一-、--卜-つ 1，-0 

そこでつぎに，少し原論的になるが，価格形成の諸要因を現段階の物錨変

る独占価格との関連でみてみよう。

三ず最初に確認しておき r::~ 、ことは，

宣言Jの

マルクスが価値ないし生産価格の法

「杷殺Jの方法を用し，総価値と総価格の一致を論証するばあい，長!Jを

しいいごL、ることである。これは資本一般の法tl!Jを論証するに

限前に客観的に存在し自らを開炭していたからでもある。(/) 

たとが乙市場価値設に例をとってみよう一「市場価値は，

日Iの平均価値と見られるべきでありラ他而では，そ

一面では]〕

される

の平均的諸条件のもとで生産され，かっその部面の生産物の大量をなの

品の個別的価値と見られるべきであろう O …・・市場'価格の変動の中心

を IcJ亡す市場価値をヲ最悪の諸条件または最良の諸条件のもとで生産される諸

異常な組合せのもとにおいてのみ行司なわれることであ

すなわち両端のあいだにある商品量の中伎価値で、の荷品
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の供給が，普通の需要を充す場合には，市場価値以下の個別的価起をもっ請

商品は弘二J5iJ剰余個程または超過矛IJ潤さと実現するが，他方，
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市場価{[I以との個

そのうちに含まれている剰余価値のJ5iJ的同誌をもっ詰商品1，:1:.，

以下註なき場合l土同じ〉傍lX一松井(1資本論」向i反訳(8)327ベージしえない。

とでの平均利潤率と生産両格の形成さらにこの

立する社会全般の市場生産価格についてもそ

されている方法論である O 一「生産価格そのものがまた，日々の

市場価格がそれをめく守って運動し，かつ一定の期間にそれに向って平均化さ

のまま

(同上， 328) れる中心なのである。」

占価格に関連して主要である。ところで，市場価値と特別剰余価飽と

の平均」としての平均価値規定，それによる侵位の条件の? r 

仁一ー自

それが資本一般の自由競争を前提としてい資本がうけとる特別剰余価{症は，

るかぎり，あくまで一時的，経過的なものである O かくて，同一部門に

この部門内での資本の競争と自由

経過的な特別j利潤を長期安定化し

ば
。
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それがどの程度までその目的したがって，ょうとするものにほかならない。

またその射程距離をどの程度まで一般大衆にまで拡をど達しうるかいなかはヲ

げうるかいなかは，独占度の強さにかかっているといえよう O

以ヒのべたことはすべて異種部門の資本間の競争についてもいえる。すな

わち，生産価格の成立のばあい社会的資本の平均組成以上と以下の資本によ

る剰余価f庄の配分替えおよびそれと独占との関連についても同i羨である。

のように，生産価格の法則が独占段階では独占価格(支配〉の法只!jに転化し

これらの法則は資本と労働て具体的形態規定をとることとなるのであるが，

そのとの階級対立や剰余{原稿の法則なと、資本主義一般の法則にたいしては，

そのアン上部に特殊具体的に渓関される剰余価値をめぐる資本一般の競争，

チテーゼとしての独占とジンテーゼとしての独占的競争という，特殊の法則

〔見回石介「平均利潤法

そのわけ寸土，生産価格の独占価

このさい確認しておく必要があろう O

「経済学雑誌J35巻 3，4号参照〉

であることも，

別についてJ



53 (243) 

び独占 資ぷ:♂〉

吋"，..

屯コと し、ジニ

とをいふし， J.-
」

の 1 
しノ

C
 

可

hv
， ，、4

;づい〆d し， 

γC¥ 
4 品 、 占とのか

かわりあいにづいてみよう

日とし、

うとこ

一一一〆コ~ふ 3

てマルクスの

いまはとりあ

れる

にち註
¥ノ

おく lことどめておこう。

るものと諒定さ

される外観か

る。なぜならば，諮ノド等辻反対の性笠のもの

るがv:pえに，それらー為、， 

/3 . . . 
小なう

り

ことIこ

のよろv・・・・・0 このことd 九h、 o 

ιも

仏

‘ 

ふ

れる。

ョ そ れらの よってみまし

ブ

決して

もつのみをはなく，

L 
♂ 
〕 される三をみ;にとって，

と



54 (244) 経済学研究 第15巻第2号

つものである。」 (同上⑬)346~ 7) 

このように， 自由競争段階では，需給の変動による価値と価格との不一致

l土， 「大小の特定期間」においては，資本と労働との自由移動，話不等の平

均化を通じて，再び双方は一致するにいたる O このことは， さきにも L、った

ように直接景気指環にふれたものではないが，社会総資本の運動にも拡張解

釈してさしつえないであろう O そうすれば，景気筒環に伴う一般物価の詑価

倍以上への騰貴〈上昇局面〉と， もう一方の極での一般物価の総価値以下へ

の暴落〔恐慌局面〉がまさに両極の相殺要因としてプラス@マイナスされ，

景気循環の全期間の「運動の平均」としてみれば，総価値は総価格に一致す

ることになる O

ここで注意すべきは， さきの文章では， 需給の不一致は両極の相殺によっ

て，双方の一致に究板的に平均化されると L、った(侃絡形成の③要因でさしあた

つては生産力構造と絶対側値を変更させない〉 あとで，総価値。総価格の一致す

るメカニズムにふれたところでは，生産力構造の変化と絶対価値の変化〈知i

格形成の①②要因〉 を第二のケースとしてあ いることである。えiZ

気の下降局面の(づらつ物価のはき〉価値以下への低下のばあい①資本のそ

の部門からの引揚げと供給の減少か(量的調節〕②諸発明と労働生産性の向

上による市場価値自体の引下げ(質的調節〕。だから，①の:まあいは価

1>>ミの③要因での¥lVとGとの経過的， 一時的不等イ商交換と流通手段としての

幣の「相対価ffiむの低下で処理され，結局は物価暴落の恐慌局面の i可

でj自殺されて，市場価格は旧価値水準に収束され，双方の一致が達成さ 1;Cる

が，②のlまあいは，景気循環と需給の不均街にもとづいて生産力構造を変化

し絶対価値の変化を誘発することによって質的変革がおこなわれたうえで，

新価格は新価値水準に収束され双方の一致が達成されることになっているコ

そして， 資本t~11生産の発展はむしろこのばあいが一般的でもあった。 1 J、L /J込

し，そのL、ずれであっても，貨幣流通の増減、は経済の内在必然の法則=貨幣

流通の法則にしたがっており， し7ニヵ:ってラ この段階ではまさしく

産と競争の論理のおもむくままに放任され、調整されることによって経済外
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的要因をもっ④のインフレ。デフレの名目的物価変動は介在する余地がなか

J.~ 
て) 1，-0 

では独占段階においてはどうであろうか。産業1構蒋造の基軸が1軽歪工業仁中ド t心心カ

ら重化学工業中J心心に移つてくると，固定資本は膨大になり，資本の自由移動

と価格の変動にたいする弾力性はしだいになくなってくる O たとえ，それが

実現されても，景気循環の波に放置することは資本にとって犠牲が大きすぎ

るO ここに一方で長期資金の調達方法として株式形態が現われてくることに

なるが，他方では株式形態、による配当の利子化を通じて，固定資本の流動化

と資本間の利潤率の均街化が流通面で達せられる O このことを可能にするメ

カニズムとして擬制資本市場の役割が重視されてくる O また，過剰資太と過

剰生産による恐J慌一価値破壊に対処してカルテノレヲ トラストの独占形態が出

現し市場独占によって，独占価格の維持およびその非独占，一般大衆への

嫁によって独占利潤をあげるという，独占的資本蓄積形態が確立する。

3) 国独資体制下の独占とインフレ

この体制は資本主義の全般的危機の段階が生みだした独占資本

であり，独占段階の主要矛盾に休問の矛盾が加わってくる O

1930年代のiサ界恐慌をみれば明らかなように，過剰資本と過剰生産による

恐慌の正力は，外観には，貨幣の不足 火、かえれば景気循環の下降局面で

の流通手段としての貨幣の相対価飽のHiit貴として現象してくる。かくて，

慌を回避して独占価格体系を維持すべしとする独占総体の要請と，そのによう

のチープ。マネーを、創造する「生チーズJ工場が要求されてくる。前

は景気信環の「運動の平均j としてサイクノレの両端の不一致が相殺されラ

致が達成された。これを貨幣の機能に即していえば，景気上昇期に

価の総価偵以上の騰貴に反比例して、流通手段としての貨幣の

はその割合だけ低下し，反対のぱあいはその「相対価値」がそ

くなることになる O そして， いずれもそのような不一致が生ずる期間はう

流通手段の「相対価値」つまり購買力と価格標準で明示する貨幣1{酌恒;と

は求離し，貨幣の両機能のあいだには矛盾が生ずることになる。だが，この
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しかし，このことは同時に独占の支配が前段階の物価変動の中心で2ろった

生産価格を独占価格体系に変侍@転化せしめたことを否定することにはなら

ない。ここで，さきに指摘しておいた資本主義一般の基本法則と特殊法則と

の関連を想起してもらいたL、。この理解をふかめることがこんにちの国家独

占資本の運動法則とその凝結的表現形態たる現代物価の構造分析の鍵である

とおもうからである。

独占段階でも景気循環がさけられないことはかの世界恐慌を考えただけで

も明らかである。問題は戦時経済を通過して，戦後20年にもわたってそのよ

うな世界恐慌が出現しなかったのはなぜか。さらにいえば， 30年らい 1オン

ス35ドノレの価格標準が変らなかったのはなぜかうということである O これが

資本主義の変貌をめぐる論争の背後にあった論者たちの問題意識であったこ

ともまちがし、あるま L、。数多くの国独資論とそれをめぐる論争やここでの現

代物価論もこの問題解明の努力にほかならなかった。

さて，国独資体制はかの世界恐慌と「管理通貨制」を転期に確立したc し

たがって，国独資体制はこれまで指摘してきたように， ttt界恐慌と体制問の

矛盾という現代資本主義の主要矛盾の防衛体制として

るといえよう O これによって明らかなようにヲこの体制:主， 'fi'i命的に‘独占

支配と独占的強蓄積形態による基本的矛盾の激化と の必然性をf

えず構造的にふくんでいるわけで，体制問の と符lまって，古江 Cへツ

な景気循環による自動的な と労働の再配分などは相対的安定期をのぞき

望みうべくもなかった。ここに無段階的方法論の難点があり，

いする国独資による阻害とそれと不可分の関係でインブ

くる理由がある。かくてフ 資体制の本質を具体化し

よ、

/~ 

して

として，独占資本の特殊法長IJを媒介に③と④の物価形成要因をあげなけれ:工、

ならないであろう。すなわ b，医i独資体制下の金融資本の強苔泣と

の激化，恐慌対策のための「安定Jないし「救済J資金の投融資により‘価

値苧命は一応阻止ないし緩和されラ独占価格体系と既存価値は視存ないし部

分的なし崩しが可能となる。 こうして， 独占価格を中心とした旧価格体系
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